
みどり幼稚園後援会会報�NO.２





０・１・２歳児保育スタート
ドキュメント

みどり幼稚園が準備を進めてきた0・1・2歳児保育が、いよいよ

４⽉からスタートしました。現在４名の⼦どもたちが元気に集ま

っています。５⽉のよく晴れたある⽇、みどりサポーターズクラ

ブのメンバーが⼦どもたちの⼀⽇を取材しました。
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START

はっぱが
⽩い！

１０時３０分
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９時００分

カラフルな
ビーズコースターに夢中！

９時３０分

晴れた⽇は、
近くの公園にお出かけ。

先⽣としっかり⼿をつないで
歩いていくよ。

お外から帰ってきたら、

お部屋あそびの時間。

おはようございます。
今⽇も元気に遊ぼう∼！

それぞ
れの時

間に

合わせ
て登園

します
！

調理室ではお昼ご飯を
つくってました。

ご飯は⼟鍋で炊きます!!

ほ
っ
か
ほ
か
｜

おさんぽ



おやつタイム

おひるね

お昼ごはん

１１時００分

１２時００分

１４時３０分

１６時００分

びりびり∼！

お迎え

おいし
い給⾷

いただ
きます

！

⽇替わりの給⾷は
無農薬野菜を使⽤
した新潟産の⾷材
が中⼼のメニュー

この⽇は⼿作りおやつでした！
⾃然⾷品の店「りゅう」さんの

おやつの⽇もあるよ

給⾷はお⼦さんの
⽉齢に合わせた

⼤きさ・形状に調理
されています

先⽣は⼦どもたち
を⾒守りながら
保育連絡票の
記⼊をします

あそびの時間

zzz0・1・2歳児さん
同じお部屋で
お昼寝します
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主に０・１・２歳児専⽤のお部屋で過ご
しますが、お出かけができない⾬の⽇は
⼀番広い幼稚園のホールを使って遊びま
す。お部屋では、できるだけ体を動かす
遊びを⼯夫しているそうです。
トンネル遊びをしたり、いないいないば
あ、さんぽなどの曲に合わせて歌ったり
踊ったり。
�保育にあたる先⽣は、「１歳になったば
かりのこの⼦は、この遊びが⼤好き！」
と、⼀⼈ひとりの好きなことをしっかり
把握していました。

４⼈の⼦どもたちは１歳〜２歳と⽉齢もばら
ばらだけど、⼀番動きが活発な上の⼦に合わ
せて動くことが多く、その中でも⼩さい⼦の
ことは先⽣がしっかり⾒守っています。

取材をしてみて、⼦どもたちの「やりたい」
「やってみたい」という気持ちを尊重した保
育がされているのを感じました。

２歳児は１歳児の⾯倒を⾒たり、逆に２歳児
が何かをやっている姿を⾒て１歳児が真似を
する場⾯が⾒られたり、縦割りならではのこ
ともあるそう。そこには⼩さいながらもしっ
かりと社会が築かれているようです。

時々、幼稚園ホールにいる年⻑さんがドアの
ガラス越しに様⼦をのぞきに来たり！�⼩さい
⼦の成⻑をみんなで⾒守っている姿は、まる
でひとつの家族のようでした。
その中で１・２歳児さんは、とても居⼼地よ
く、ゆったりと過ごしています。



みどりの

まきば

「ママ、みどり幼稚園を選んでくれて
ありがとう」卒園式に息⼦は私に⾔い
ました。思わず涙が出ました。この⾔
葉に園⽣活の全てが凝縮されていると
思いました。⼦どもが楽しい、嬉し
い、親としてそれ以上望む事はありま
せん。幼児期に与える環境を選ぶのは
親です。幼稚園、保育園はどこへ⾏っ
ても同じ、そんな事はないと息⼦を通
してしみじみと感じました。⼦どもの
可能性は無限⼤で、光に溢れていま
す。キリスト保育で育った息⼦は⼩学
校へ⾏っても他者の個性を認め、年齢
を問わず沢⼭のお友達を作り楽しく通
っています。
そして不思議と、あっくん（としあき
君）は、どこの園に通っていたんです
か、と親御さんに聞かれますが、
「みどり幼稚園です」と、胸を張って
お伝えしています。

としあき君��2022年度�卒園
 �⾚根瑞江さん

みどりサポーターズクラブの皆さまを
ご紹介するコーナーです。
皆さまのお家にある思い出の写真、現在
の様⼦、幼稚園でのエピソードなどお送
りください。紹介させていただきます。

�（送り先）
�〒951-8116�
��新潟市中央区東中通1−86
 みどり幼稚園�事務室内
 みどりサポーターズクラブ
 TEL�025-201-6664�FAX�025-201-8668
eメール midori.k.sc@gmail.com

ママ、みどり幼稚園を
選んでくれてありがとう

保護者⽂



実
践
ク
ラ
ブ

お
は
な
しごめんねの後に必ずすること

ここは、保育の現場で実践してることを

先⽣にお話ししてもらうクラブです。

今回は、あっちゃん先⽣です。早速です

けど、⼦ども同⼠でトラブルが起きた

時、どうしているのですか？

まずお互いの⾔い分をよく聞きます。そ

れで、どうしてそうなったのか、どうし

たかったのかを聞いて、じゃあこうすれ

ばよかったよね？相⼿のお友達はこう思

っているみたいだけど、ごめんねする？

って⾔ったり。それから私は必ず最後に

握⼿をさせます。

ごめんねって、⼤⼈にとっても⾔いづら

い勇気がいる⾔葉だと思うんですね。

⾃分からはなかなか⾔えない…。

そう。⾃分が悪いと思えばすぐごめんね

って⾔える。でも、そうでもないと、な

かなか⾔えなくて悶々としてしまう。な

ので、それを無くしてあげるためにお話

をよく聞いて、で、ごめんねって⾔う

と、みどりの⼦たちは優しいので、⼤抵

すぐに良いよって⾔うんですね。

私なんかは、素直じゃないから（笑）、

部員Y

あつこ

�

    

部員K

あつこ

本当にいいよって思わないなら、今はや

だよって⾔って良いんだよ、とか⾔いま

す。それでも良いよ、もうしないでね、

ってやさしく返してくれるなら、もう仲

直りして、そこでお話終わりです。

⾔い分をしっかり聞くことが⼤事。

⾔い分を⾔わない場合もあるんです。

でも、みどり幼稚園って⼩さい幼稚園で

しょ。必ず⽬撃者がいるんですよ。で、

こうだったんだよ、とか聞いて、聞き出

したことから、それは痛かったねとか、

嫌な思いしたんだね、って⼦どもの気持

ちに寄り添っていきます。

最後は、必ずスキンシップ？

我が家でもそうしてましたね。うちは男

３⼈兄弟。なので、叱る時も真剣勝負！

ガッツリいって、最後は、必ずもう抱き

しめてました。

あつこ

�

部員I

あつこ

部員Y

あつこ



最初の一歩が温かいところで　　
あるといいな

続いて、みきちゃん先⽣。いま⼀番⻑く

勤めていらっしゃいますね

もう若いお⺟さんの⺟親世代になってき

てます（笑）。⾃分の⼦育て経験も⽇々

の保育に活きているかなあと。

⼦どもだけでなく保護者⽬線で話を聞い

てくれるのは頼もしい。今の⼦どもに接

するとき特に気を配っていることは？

今の⼦は、スマホとかで情報⼊ってくる

ので、あ、それは知ってるよって⾔うん

ですね。けれども実際にそれがどういう

ものかを経験はしてない。ただ知識とし

て⾒たことあるよと。

なので、お出かけして、いろんな⾊の葉

っぱがあったりとか、カサカサいう葉っ

ぱや、⾁厚な葉っぱがあったりって⼀つ

ひとつ違うのを実際に触れたり匂いをか

いだり、⾝体全部使って感じて欲しいな

ぁって思っています。

毎週お出かけあるんですよね。

部員Y

みき

部員I

みき

部員K

そうです。⾬が降ったら辞めたらと思う

こともあるんですけど、そういう⾬の⽇

なら⾬の⽇ならではの⾵景を⾒たりす

る。歩いているうち、花の⾹りがした

り、ご飯やさんの前を通ったり⾊々気づ

きがいっぱいあるんです。

いい匂いだけじゃなく、幼稚園で取れた

よもぎをお茶にして飲んだりしました。

ほとんどみんな⼀⼝でもういい、ってな

るんですけど、そういう体験が⼤事だ

と。

作品展を初めて⾒たとき、感動したんで

す。とっても個性が現れているなと。

みんなが同じものを作るという⽅向には

⾏かないですね。本⼈が興味あるところ

をどんどん広げていく。思いを持ってつ

くり込むとか遊び込む事を普段から⼤事

にしています。

やっぱり幼稚園は、初めての集団⽣活な

のでね、最初の⼀歩なので、そこがね温

かいところであるといいなと思って。⼦

ども達もそうですけど、おうちの⽅々も

ぜひ楽しんでくださいって声かけるよう

にしています。

みき

�

部員K

みき
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PAINTINGS BY DELACROIX IN SAINT-SULPICE 
PUBLIC DOMAIN 

 

ART ウジェーヌ・ドラクロワ    
天使と格闘するヤコブ（1861年）

  パリのサンジェルマン・デ・プレ地区に
出かけることがあれば、ぜひ⽴ち寄りたい
のが、サンシュルピス教会。礼拝堂の壁画
に、ロマン主義の⼤家ドラクロワ⽣涯最期
の作品があります。
  この⼤作の挑戦が、後に続く印象派やマ
ティスなどの画家に新しい道を拓きまし
た。題材は旧約聖書（創世記32章23-32
節）。兄エサウの怒りから逃げていた弟ヤ
コブが、和解のために旅する中、突然、天
使と格闘する場⾯です。えっ、天使と闘う
って⼀体、どういう事？

  そう思いますよね。私は、この礼拝堂の中の
絵の前に⽴ったとき、あらゆる⼈の中にある
格闘や、もがきが肯定されているのを感じ
て、こみ上げるものがありました。
  ああ、私たちは、⼈⽣の中で幾度も孤独に陥
るけれど、そんなときも⼀⼈で格闘するので
はなく、神が相⼿をしてくださっていると。
ヤコブは必死にしがみつき、神から祝福して
いただきます。ドラクロワは無神論者でした
が、この絵を完成させたとき⽇記に、こう遺
しました。「神は我々の中に存している。」

      みどり幼稚園 事務室⻑ ⽚岡賢蔵






